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ANALISIS STRUKTUR DAN PENGGUNAAN KALIMAT PASIF LANGSUNG 

BAHASA JEPANG DALAM NOVEL NIJI NO SHOUNEN TACHI 

 

ABSTRAK 

 

Gysa Aurelita Fadilah 

1600780 

 

Penelitian ini bertujuan untuk menganalisis mengenai strukur kalimat pasif langsung, serta 

fungsi sintaksis, kategori gramatikal dan peran semantis yang dikategorikan ke dalam tipe 

kalimat pasif langsung. Selain itu, untuk memahami penggunaan kalimat pasif langsung 

yang terdapat di dalam novel Niji no Shounen Tachi, sebagai sumber datanya. Metode 

penelitian yang digunakan adalah metode kualitatif deskriptif, dengan teknik lanjutannya 

yaitu teknik dokumentasi dan teknik catat dalam menganalisis data kalimat. Didapatkan 2 

kategori dari hasil penelitian, yaitu  terdapat 5 struktur kalimat pasif langsung yang ada, 

diantaranya, struktur ～は～に～られる berjumlah 41 kalimat, struktur ～は～によって

～られる berjumlah 4 kalimat, struktur ～は～られる berjumlah 9 kalimat, struktrur ～

が～に～を～られる hanya 1 kalimat dan struktur ～は～と～られる berjumlah 3 

kalimat.  Kalimat pasif langsung pada novel digunakan pada situasi dimana terjadi 

kejadian yang spesial, unik  atau hanya terjadi pada saat itu dan tidak terulang kembali 

dalam waktu dekat. Penelitian lanjutan yang dapat dilakukan berdasarkan hasil penelitian 

ini yaitu dengan menggunakan media novel dalam pembelajaran untuk meningkatkan 

pemahaman pembelajar mengenai kalimat pasif langsung.  

 

Keyword: kalimat pasif langsung, novel, Niji no Shounen Tachi, ukemi  
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STRUCTURE ANALYSIS AND USE OF JAPANESE DIRECT PASSIVE 

SENTENCE IN NIJI NO SHOUNEN TACHI NOVEL 

 

ABSTRACT 

Gysa Aurelita Fadilah 

1600780 

 

This research aim is to analyze the structure of direct passive sentences and syntax function, 

grammatical categories, and a semantic role which is roundup called “type” in passive 

sentences as well as to understand direct passive sentences usage in Niji no Shounen Tachi 

novel, which is the data source in this research. The research method is the qualitative 

description and further methods are documentation techniques and note-taking techniques 

in analyzing data sentences. There are two points found in the research which is,  5 

structure direct passive sentence is used in the novel, there are ～は～に～られる 

structure which have 41 sentences in the data, ～は～によって～られる structure with 4 

sentences, ～は～られる structure with 9 sentences, ～が～に～を～られる structure 

with 1 sentence and ～は～と～られる with 3 sentences, Direct passive sentences are 

used when there is a special circumstance or situation that happens at that time and will not 

be repeated shortly. Further research that can be carried out based on this result is to use 

media novels in a study for increasing understanding of direct passive sentences. 

 

Keywords : direct passive sentence, novel, Niji no Shounen Tachi, ukemi  
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「虹の少年たち」小説で直接受け身の構造分析と使用 

要旨 

  

ギサ・アウレリタ・ファディラー 

１６００７８０ 

 

本研究は直接受動文の構造と構文機能、文法的カテゴリーおよび意味的役割を特

定し、直接受動文の使用を明らかにするために行われた。扱うデータは「虹の少

年たち」の小説である。本研究は質的研究でありデータを分析する。その結果次

の二点が分かった。一つ目、「～は～に～られる」構造で使ってい文は 41であ

り、「～は～によって～られる」構文で使っているのは 4文、「～は～られる」

構文で使っていたは 9文、「～が～に～を～られる」構造で使っていたは 1文、

と「～は～と～られる」で使っているは 3文である。二つ目、データには直接受

動文が特別や稀な状況や近いうちに繰り返さないように状況で使用されることが

分かった。本研究の結果に基づいて実施できる課題研究として、直接受動文を新

しいメディアに使用して、学習者の受動文の理解を高めることである。 

 

キーワード ：直接受動文、小説、虹の少年たち、受け身 
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「虹の少年たち」小説で直接受け身の構造分析と使用 

要旨 

  

ギサ・アウレリタ・ファディラー 

１６００７８０ 

 

1. はじめに 

 

受身（受動文）という表現は何かの影響力の介入で、その状況になった

事 の 意 味 で あ る （ が っ ち ゃ ん 、

https://www.youtube.com/watch?v=SuuOpuVMfAU&t=10s）。構造による受

け身は二つ種類があり、直接受け身と間接受け身で呼ばれている。ステ

ディ（2015）は構文機能カテゴリ、文法カテゴリと意味的役割によると、

11 タイプの受身を別れている。タイプ Iから VIまで「～は～に～られる」

構造を使っている。文は主語、行為者と述語で建てられた。そして、意

味的役割はタイプにより様々だった。タイプ VIIは「～は～によって～ら

れる」使っている。構文機能は主語、行為者、述語で作られた。生き物

の介入からそのものの存在が出来ている、すなわちいない物からいる物

になったというわけである。だから「作る、建てる、発明する、用意す

る」など動詞を使う、このタイプの特徴である。意味役割の各機能カテ

ゴリは主語が目標変化で、行為者が行為者で、述語がわざの行為である。

タイプ VIII は「～は～られる」構造を使っている。構文機能は主語と述

語で建てられて、意味役割の各機能カテゴリは主語は目標で、述語はわ

ざの行為である。タイプ IX は「～は～に～を～られる」を使って、文は

主語、行為者、客語、述語で建てられて、意味役割能動文によって違っ

ている。タイプ X は「～は～から～に～られる」を使って、主語、行為

者、副詞、述語で建てられて、意味役割は主語は目標で、行為者はソー

スで、副詞はゴール（目的）で、述語はわざの行為である。タイプ XI は

「～は～に～と～られる」を使って、主語、行為者、副詞、述語で建て

られて、意味役割は主語は目標で、行為者は行為者で、副詞は内容で、

述語はわざの行為である。下の例文を見てである。 

 

1) 子供は犬にかまれた。 

(タイプ I、こいずみのステディで、2015、 ｐ.26) 

2) ドアが一太郎に壊された。 

（タイプ II） 

3) 自慢の髪型が友人に褒められた。 

(タイプ IIIステディ、2015 、ｐ.37) 

4) この本は天皇陛下にも読まれている。 

(タイプ IV、たかみの ステディで、 2015、ｐ.39) 

https://www.youtube.com/watch?v=SuuOpuVMfAU&t=10s
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5) 彼の絵は多くの人に愛されている。 

(タイプ V、こいずみのステディで、2015、ｐ.43) 

6) 雪の色は闇に呑まれていた。 

(タイプ VI、『雪国』のステディで、2015、 ｐ.48) 

7) 金閣寺は義満によって建てられた。 

(タイプ VII、むらきのステディで、 2015、 ｐ.54) 

8) 部屋の温度が下げられた。 

(タイプ VIII、こいずみのステディで、2015、 ｐ.60) 

9) 由紀子は一郎に手紙を渡された。 

(タイプ IX、ステディで、2015、 ｐ.67) 

10) プレゼントがお母さんから子供たちにあげられた。 

(タイプ X、こいずみのステディで、 2015、 ｐ.70) 

11) 彼女は皆に幸運の女神と呼ばれる。 

 (タイプ XI、にわのステディで 、2015、 ｐ.74) 

 

小川と安藤（ステディ、2009、p.3）によると、受け身の授業は基本レベ

ルで一回習って、次のレベルでは続けられない。これは学習者に混乱を

引き起こす。なぜなら、それは迅速に理解する必要があるが、深くそし

て徐々に理解する必要がないから。Novikasari (2016)と Arfianti & Hasibuan 

(2018) が行った調査に基づいて、受身の動詞の変化が間違ってて、受け

身文を作ったらインドネシアの受け身規則を使って、インドネシア語で

は助詞がないから学習者は助詞の使用を乱れて、受け身文を習った学習

者の様々な問題が分かった。 

 

受身の授業時間が短いから教科書でしか理解できず、小説や漫画やドラ

マなど違った受け身文を見つかったら学習者は混乱している。教科書で

は受け身文は短いと構文機能は完全だけど小説や漫画やドラマなどは長

いと構文機能は不完全である。下の例文を見てください。 

 

12) 子供が犬にかまれた。 

 (受け身と使役、2011、ｐ.40)  

 

13) 新入生の歓迎ムードに沸く他の小学校と違い、ムハマディヤ小学園

校は不安に包まれていた。 

（虹の少年たち、 2013、ｐ.4) 

 

上の例文から見ると、12)文は 13)文より長かったと説明も多い。意味もそ

んな早いで捕まっていない。それとも主語や客語や述語のフィーラが違

って、この理由で間違える可能性が起こることが出来る。こんなことだ

からこの研究を行われている。 
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「虹の少年たち」は 2013 年で加藤ひろあき＆福武慎太郎で翻訳された。

この本はべリトンで住んでいる子供たちのことを話した。家族、教育、

社会的なテーマを話している。 

 

2. 問題提起 

前の背景からに基づいて、次のように問題を述べる。 

１）「虹の少年たち」小説ではどんな構造とタイプの直接受け身がある

か。 

２）「虹の少年たち」小説では直接受け身はどんな事情で直接受け身を

使用されるか。 

 

3. 研究の目的 

本研究の目的は「虹の少年たち」小説でどんな構造やどんな状況で直接

受け身が使用されるのを調べる。 

 

4. 先行研究 

本研究に参考とした先行研究がいくつある、一つはメディアを使ってい

る受け身を分析する研究は Putri D. & Putri M. (2020) では受け身は直接受

け身、間接受け身、と持ち主の受け身、受身は三つで別れている。二つ

は受け身の構造を分析する先行研究は彩子(2018)、Puspa (2014)、Rosliana 

(2014)、研究からは受身文は、動詞の「～られる」と「～れる」への変化

から切り離すことができず、文中の動詞の変化は、文構成の各要素の意

味と機能の変化を示す。 意味の面では、受け身の意味を与えることに加

えて 「～られる」 の使用は、話者の位置または配置も変更するため、こ

の動詞の変更は 「～られる」の意味の変化を伴う単語の使用において非

常に重要である。 したがって、受動態の構造は、中立であることを支持

して構成することが出来る。 

 

5. 研究方法 

本研究は質的研究でありデータを分析する。データを集めるために文書

化技術とメモを取る技術で使う。「虹の少年たち」小説は本研究のデー

タソースである。この研究で実施された段階は次のとおりです。最初は

動詞が（－られる）をつけて文を集める。次は受け身と受け身ではない

文を別れる。また、直接受け身の文を解明する。それでタイプの特徴で

文を指摘する。最後は文がまた分析しているともっと完璧な説明をする。  

 

6. 分析の結果 

データソースから直接受け身文は５８文が得られた。下で受け身文の構

造とタイプや使用の分析を説明する。 

 

(1) 直接受け身の構造とタイプの分析 

分析からは五つの構造で六つのタイプが見つかった。下のデータ例文を

見てください。 
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14) 「しかし、彼らの傲慢な心が目を閉ざし、耳を閉ざし、挙げ句、

彼らは波に 飲まれ、絶滅してしまった．．．」 
(虹の少年た、2013、ｐ.27) 

 

例文から見ると、中心文は最後のパートである。「彼らは波に飲ま

れる」これは中心文。文法より敵に構造は「～は～に～られる」を

使っているそして、文から見ると直接受け身に入れるのは構造が能

動文に作り返すことが出来る、それは「波は彼らを飲めている」か

らである。そして「‐られる」の意味によると「出来る」と「相手

のことを高める」ではないから受け身になる。構文機能カテゴリか

らは「彼ら」は有情で「波」は非情で「飲まれる」は他動詞である。

ここから見ると、主語、行為者、と述語に建てられる。意味役割的

には文から「彼ら」が「波」の目標で「飲まれる」とは「波」のわ

ざの行為であり、「波」が行為者である。この文から「波」が人で

はないから「波」が人みたいな感じで意味にとって比喩になる。分

析からはこの文がタイプⅠになる。 

 
15) 親にロタンのムチで叩かれる恐怖も、このときばかりはゆるん

だ。 

(虹の少年たち、 2013、ｐ.138) 

 

この文は被行為者視点から見られる。主語が文になかったとはいえ

前の文では主語が書かれている、これは「子供の文」と言う。理論

からは主語がいなくてもまだ意味が伝えるから直接受け身と入られ

る。そこからは構造により「～に～られる」を使っている。構文機

能は「親」が行為者として有情で「叩かれる」が述語で他動詞であ

る。意味役割に「親」が行為者と「叩かれる」は技の行動である。

文から「ロタンのムチで」主語と述語の間にある、状況を分かるた

めに付けられた。意味的にこの文は中性であり、タイプⅠに入った。 

 

16) サワン人の美しい言語は、このまま時代に飲み込まれて消えて

しまうかもしれないのだ。 

(虹の少年たち、2013、ｐ.135) 

 

この文は「～は～に～られる」構造を使っている。構文機能は「サ

ワン人の美しい言語」が主語として有情で「時代」が行為者として

非情で「飲み込まれる」は述語で他動詞である。客機能の役割は主

語は目標で行為者は道具で述語はわざの行為であるが結果の状態に

なる。これは、文に基づくと、サワン人の言語は時間が続くと消滅

する可能性があり、将来サワン人の言語が保存されない場合に発生

する状況を示しているためである。すなわちこの状況は自然に行わ

れる可能性が高い。だからこそこの文はタイプ VIになる。 

 

17) 彼らの家は森に囲まれており、真ん中には支流が流れていて、

居住区は海岸まで延びていることが多かった。 
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( 虹の少年たち、2013、ｐ.144) 

 

文から見ると「彼らの家は森に囲まれており」は直接受け身文であ

る。そこからは「～は～に～られる」構造を使っている。文には主

語、行為者と述語が建てられた。「彼らの家」と「森」は非情、名

詞である。「囲まれて」は他動詞である。各機能意味役割は「彼ら

の家」はトピックで目標である。「森」はトピックの場所そして

「囲まれて」は「森」のわざの行為。この意味は最初はそ「この家

は森の中で家が作られた」、これが人間の動作結果がその状態にな

る。森に囲まれたのは人間が森の中に家を作った。だから「森」は

役割的に場所になり。分析からはこの文がタイプ VIに入っている。 

 

18) 本物の才能に出会う確率は何百万分の一というところだろう。

もし仮に、実は才能があるにもかかわらずスカウトが近づいて

こなかったとしたら、その人の才能が発見されるかどうかは運

命に左右されることになる。というわけで、教訓その四「神秘

的な巡り合わせこそが、才能を発掘するスカウトである！」こ

のことは少なくとも、 『フォレストガンプ』によょって証明さ

れている。 

(虹の少年たち、 2013、ｐ.105) 

 

文から見ると、最後のパートは直接受け身である。なぜならこの文

では中心文が「このことは少なくとも、『フランスガンプ』によっ

て証明される」である。その「このこと」は「神秘的な巡り合わせ

こそが、才能を発掘するスカウトである！」の意味を指示している。

文からは「～は～によって～られる」が見られます。すなわちこの

文はタイプ VII に入っている。その「神秘的な巡り合わせこそが、

才能を発掘するスカウトである！」がフランスガンプの経験から証

明されていたから、これはいなかったこといることになる。この文

は主語「このこと」で、行為者「フランスガンプ」と述語「証明さ

れる」が建てられている。主語は非情で行為者は有情で述語は他動

詞である。意味役割の各機能カテゴリは主語は目標変化で、行為者

は行為者で、述語はわざの行為である。 

 

19) 各教室には初期治療に必要な医療用具が完備されており、どこ

かが痛いという生徒がいればすぐに専門医の治療を受けること

ができたし、望めば救急車を呼ぶこともできた。 

( 虹の少年たち、 2013、ｐ.52) 

 

この文は前の文と同じタイプ VII である。直接受け身文はこの「医

療用具が完備されており」である。この文では行為者がなかったか

けれども意味がまだ伝えられるならばこの文がまだ直接受け身の一

つである。そして、「完備される」はいなかったものからいる物を

用意する行動だからこのタイプに入っている。すると、その医療具
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完備するのは人間だからそれこそがこの文はタイプ VII になり。主

語が「医療具」で述語が「完備される」である。主語が名詞と非情

で述語が他動詞である。意味役割の各機能カテゴリは主語は目標変

化で、述語はわざの行為である。主語の役割は目標変化はいなかっ

たからある物になったからこそものが「変化」をしていたことであ

る。 

 

20) 自己紹介が行われ、アキョンの番になった。 

（虹の少年たち、2013、ｐ.30) 

 

この文はタイプ VIII に入っている。「～は～られる」構造を使って

いる。「自己紹介」は主語で非情と名詞、「行われる」は述語で他

動詞である。意味的役割には主語が目標で述語はわざの行為である。

このタイプには主語がもっと状況を知るために説明する部分があっ

た。それが「アキョンの番になった」は説明部分である。タイプ

VIII の特徴はこの説明の部分がいつも付けられている。この説明の

部分には「タイム、理由、と場所」を示すすることで使っている。

だからこの文では「アキョンの番になった」それがこの自己紹介で

はアキョンがクラスの前で名前と家の居場所を話している、これが

「タイム」の説明部分である。 

 

21) しかし、それはモンゴルの侵攻から王朝を守るために建造さ

れた中国式の大きな壁とは違って、このブリトゥンの社会的

な地位と支配の象徴として何キロメートルにもわたってそび

え立っていた。 

(虹の少年たち、2013、ｐ.36-37) 

 

この文と前の文は同じタイプ VIII に入っている。「～は～られる」

構造を使っている。「それ」は主語で非情と名詞、「建造される」

は述語で他動詞である。意味的役割には主語が目標で述語はわざの

行為である。主語の「それ」は前の文で「壁」を示す。前と違って、

説明部分は「タイム」ではなくて「理由」である。なぜなら、壁の

建てるの目標が比べられた。文では一つの大きな壁を作るのはモン

ゴルの侵攻から王朝を守るために作られたんだが、二つの壁はお金

持ち人と普通の国民を別れていた目標で壁を建てられる。 

 

22) 通学途中にリンタンがワニに行く手を阻まれるのはこれが最初

というわけではなかった。 

（虹の少年たち、 2013、ｐ.79) 

 

この文は「～は～に～を～られる」の構造なのでタイプ XIに含まれ

ている。この文では主語、行為者、客語と述語は「リンタン」、

「ワニ」、「行く手」、「阻まれる」である。主語と行為者は有情
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で客語は非情で、述語は二重他動詞である。文章では主語が行為者

に行く手を阻まれているからゴール（ターゲット）役割を果たした。

行為者の意味役割は行為者で客語は目標で述語はわざの行為である。

この文が直接受け身に入れるのは構造からみるとこの文が能動文に

繰り返ることが出来る。「通学途中にワニが行く手にリンタンを阻

んでいる、これが最初ではなかった」と能動文に繰り返すならこの

形になる。 

 

23) グドン学園は、センター・オブ・エクセレンス、すなわち、す

べてにおいて「知の殿堂」と呼ばれていた。 

(虹の少年たち、 2013、ｐ.51) 

 

構造からみると「～は～と～られる」で直接受け身がいなっかった。

でも「～は～に～と～られる」がある。けれども理論的にこのタイ

プが行為者「に」を付けていなくてもまだ直接受け身に入れる。行

為者がなかったとはいえ聞いている人は「誰から」もうしているか

ら行為者が付けなくても出来る。この文は主語、副詞、と述語建て

られた。主語は「グドン学園」、副詞は「知の殿堂」、と述語は

「呼ばれている」である。主語は有情で副詞は文節で使って、述語

は他動詞である。各意味役割は主語は主語は目標で、副詞は内容で

述語はわざの行為である。 分析から見るとこの文はタイプXI に入っ

ている。 

 

分析からは五つ構造が見つかった。それは「～は～に～られる」という

とタイプ I とタイプ VI、「～は～によって～られる」というタイプ VII、

「～は～られる」というタイプ VIII、「～は～に～を～られる」という

タイプ IXそして最後は「～は～に～を～られる」というタイプ XIであ

る。それぞれはタイプ Iは 16文でタイプVIは 24文、タイプVIIは 4文、

タイプ VIII は 10 文、タイプ XIは 1 文とタイプ XIは 3 文である。含め

ると 58文である。 

 

(2) 直接受け身の使用 

「虹の少年たち」小説では直接受け身は特別や稀な状況や近いうちに繰

り返さないように状況で使用される。下の例文を見てください。 

 

24) 新入生の歓迎ムードに沸く他の小学校と違い、ムハマディヤ小学

園校は不安に包まれていた。 

(虹の少年たち、 2013、ｐ.15) 

 

25) 今晩、全英バドミントン大会の決勝がデンマークのスヴェンド・

プリとインドネシアのイイ・スミラットの対戦で行われるという

ことで事態は急を要していた。 

(虹の少年たち、2013、ｐ.126) 
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文から見ると、その状況は稀な状態と言える。24)ではムハマディヤ小

学園校は賑やかではない、違い小学校と比べるとムハマディヤ小学校は

変であり。ムハマディヤ小学校が不安に包まれている、その状況は稀で

ある。だからこの普通ではない状況で直接受け身に書かれている。25)

文でも同じ状態である。イイ・スミラットとスヴェンド・プリのバドミ

ントン対戦がいつものことではない。そして、近いうちに繰り返さない

状況と言える。だから直接受け身に書かれている。 

 

7. まとめと今後  

以上、本研究で二つ事が分かった。一つは小説で五つ直接受け身の構造

が見つかった。それは、「～は～に～られる」は 41 文であり、「～は～

によって～られる」は 4文であり、「～は～られる」は 9文であり、「～

は～に～を～られる」1 文であり、「～は～に～と～られる」3 文がある。

二つは小説で直接受け身は特別や稀な状況や近いうちに繰り返さないよ

うに状況で使用され。本研究の結果に基づいて実施できる課題研究とし

て、直接受動文を新しいメディアに使用して、学習者の受動文の理解を

高めることである。 
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